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Japaneseman In NY （ニューヨーク生活）
≪ Happy 88th Birthday! ≫

　今回はニューヨークでお世話になった恩人の話。 このコー
ナーで度々触れて来た KODAMA レストランで、 丸 4年間ウ
ェイターとして働かせて頂いた。 KODAMA がなければ、 ニュ
ーヨーク生活はおろか、 自分の人生も成り立たなかったと言
っても過言ではない。 今回はその KODAMA のオーナーで、
みんなに 「おやじさん」 と呼ばれていた小玉健次さんとの話。

　今でもつい昨日のように思い出すが、 ニューヨークで生きて
いくために仕事を見つけるべくマンハッタン中のレストランを何
軒も訪ね歩いて、 唯一雇ってくれたのが KODAMA だった。
当時オヤジさんは 50代後半で、 ちょび髭に蝶ネクタイという
出で立ちでダンディな雰囲気を醸し出していた。 店内で面接を
受けたのだが、 後にも先にもウェイター＆ウェイトレスで履歴
書を提出したのは、 自分だけだったのではないだろうか ...。

　面接で英語について聞かれ、 迷うことなく 「問題ありません！」 と即答したものの、 ほとんどはったり同然と判明されるのに
時間は掛からなかった。 けして嘘をついた訳ではなく、 何としてでもニューヨークで生活して行かねばならなかったため、 こち
らも背に腹は代えられなかった。 何とか採用はされ、 単純な注文は取れるものの、 最初の数ヶ月間は本場ニューヨーカーの
早口な英語による細かな注文はほとんど右から左に抜けた。 まともに聞き返すこともできず、 その結果オーダーミスを連発し、
その都度オヤジさんを怒らせ、 呆れさせる日々が続いた。 その都度謝るしかなかったのだが、 このまま怖気付いてオーダー
を取らない訳にはいかず、耳で、実践で本場の英語を体得する他ないと思い、クビを覚悟で積極的にオーダーを取りに行った。

　正に首の皮一枚の日々が続いたのだが、 ウェイター＆ウェトレスの先輩やスタッフにも助けられ慰められながら、 徐々にオ
ーダーミスも減り、 何とか英語にも慣れて来た中、 一部のお客さんから気に入られたりもして、 オヤジさんも少しずつ認めてく
れるようになった、 と勝手に信じている。 そんな感じで 4年間働かせて頂いたが、 オヤジさんは自分が日本に引き上げた後も
長年 KODAMA を守り続けた。 1980年代にニューヨークに渡り、 裸一貫で KODAMA を開業したオヤジさんだが、 2016年
に日本に引き上げ、 その後は埼玉で暮らしている。 1~2年おきにウェイター＆ウェトレス仲間とオヤジさんに会いに行っている
が、 この 2月 18日にオヤジさんが 88歳 （米寿） の誕生日を迎えたため、 3日遅れとなったが、 2月 21日の午後にケーキ
を持ってオヤジさんが暮らす埼玉県の北坂戸を訪ねた。

　88歳になった今でも当時と限らず口は達者で、 くだらない冗談だけでなく、 スケベなところも健在。 そのバイタリティには頭が
下がるが、 ニューヨークを引き上げる際にオヤジさんから言われた言葉がある。 「お前はこれまで雇ったウェイターの中で 3本
指に入るほどダメだった。 だけど、 不思議とクビにはできなかったんだよな ...」 という言葉だ。 オヤジさんが雇った歴代のウェ
イター＆ウェトレスの数は、 短期間で辞めた人を含めると 100人近くいたかもしれない。 他の 2人は態度や素行が悪かったよ
うだが、自分の場合は間違いなくオーダーミス連発が要因だ。 3本指に入る程だから、どれだけ酷かったのか想像できるだろう。

　だが、 日本に引き上げてから、 不思議と外国人と働く機会が多く、 英語を使う仕事の機会も多く、 この雑誌の発行でも海外
のアーティストや音楽関係者とやり取りできているのは、 間違いなく KODAMA での経験のお陰だ。 また、 英語だけでなく、
度胸がついたことは間違いなく、 どんな状況でも不思議と生き長らえる運のようなものもついたのかもしれない。 オヤジさんと
出会っていなければ、 今の自分は絶対になく、 オヤジさんの言葉はニューヨーク生活で得た勲章のように思っている。 オヤジ
さんには未だに恩返しもできていなく、 まだまだ長生きして欲しいが、 ひとまず 88歳の誕生日おめでとうございます！
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Hawaii Walker's （ハワイの歩き方）

1897-1985

John Kameaaloha Almeida

Hana Ola-Rsi  [Import CD]
盲目のシンガーソングライターで、 ハワ
イアン音楽やハワイ語を広めた第一人
者であるジョン ・ カメアアロハ ・ アルメイ
ダが奏でた 22曲を収録したアルバム。

≪ハワイな一枚≫
今回は 1977年にハワイ島ヒロ地区で創業され、 チョコレートデ

ィップ、 マカダミアナッツ ・ ショートブレッドクッキー等、 ハワイの

お土産の定番として有名な 「ビッグアイランド･キャンディーズ」。

ハワイ島ヒロの本店兼工場以外に、 2012年にオアフ島ホノルル

のアラモアナセンター 1階に 2店舗目がオープンした。 全商品

がヒロ本店の工場内で 1つ 1つ丁寧に手作りされており、 工場

見学も出来る。 ヒロ本店では壁一面がガラス張りになっており、

隣接する工場内で職人たちが行う作業工程を見ることができる。

Big Island Candies
ビッグアイランド ・キャンディーズ

HP : https://www.bigislandcandies.com

KODAMA in 1997


